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3教科書の

特色 数学的な見方・考え方が身につきま　す。

数学的な見方・考え方にくり返しふれられる 虫眼鏡 豊かな表現力，統合的に考える力を養う 言語活動のコーナー

学習のまとまりごとに，その学習で使った数学的な見方・考え方を，
ページの下部に「虫眼鏡　  」として示しています。
授業の中で自然にふれた数学的な見方・考え方を，改めてふり返るこ
とによって，今後の数学での学習だけでなく，社会生活での課題に対
しても役に立つ見方・考え方を身につけていくことができます。
教科書の中の随所に配置していますので，くり返し目にすることによっ
て，数学的な見方・考え方を意識する習慣が育まれます。

自分の考えを表現し，わかりやすく他者に伝える場面を
「説明しよう」，「話しあおう」，「まとめよう」として設定しています。
自分の考えを整理したり，ほかの人の意見を聞いたりして，多様な視点や考え方を取り入れながら，
対話的に学習に取り組めるようにしています。

みんなで学ぼう編 みんなで学ぼう編

● 2年 みんなで学ぼう編 p.99

● 3年 みんなで学ぼう編 p.109

● 1年 みんなで学ぼう編 p.191

● 2年 みんなで学ぼう編 p.16

● 3年 みんなで学ぼう編 p.30
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2 つの直線に 1 つの直線が交わるとき，2 つの直線が平行ならば同位角や錯角は等しいこと 
から，逆に，同位角や錯角が等しいならば 2 つの直線の位置関係はどうなるかと考えた。

また，右の図で，錯角∠aと∠cが等しいとき，	
対頂角∠cと∠bは等しいから，∠a=∠bと	
なります。

したがって，同位角が等しいので，l ⁄ ⁄ mと	
なります。つまり，

です。

c
b

m

l
a

n

∠a=∠c ならば l ⁄ ⁄ m

2つの直線に 1つの直線が交わるとき，次のことが成り立つ。
❶	 同位角が等しいならば，この 2つの直線は平行である。
❷	 錯角が等しいならば，この 2つの直線は平行である。

平行線になるための条件

2つの直線に 1つの直線が交わるとき，次のことが成り立つ。
❶	 2つの直線が平行ならば，同位角は等しい。
❷	 2つの直線が平行ならば，錯角は等しい。

平行線の性質

これまでに調べたことをまとめると，次のようになります。

問 3 	 右の図について，次の問いに答えなさい。
⑴	 l ⁄ ⁄ mであることを説明しなさい。
⑵	 ∠x，∠yの大きさを求めなさい。
⑶	 lとmのほかに，平行な直線の組を	

見つけ，記号 ⁄ ⁄ を使って表しなさい。
m

l
p q r

100º

100º

70º

80º
x

y

p.189 2
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新しい問題をつくるために，もとの問題の「偶数」を「奇数」にかえた。

問題をひろげたり，深めたりしてみよう

問 2 	 前ページの 証明 で，(2n+1)2という式から，	

連続する 2つの偶数の積に 1をたした数に	
ついて，奇数の 2乗であることのほかに
どんなことがいえますか。

隊列が変化するときに， 
どんな並び方に 
なるのかわかるね

ステップ3

説明しよう

前ページの の予想で，	

連続する 2つの偶数を，	
連続する 2つの奇数にかえると，	
どんな数になるでしょうか。

また，その予想が正しいかどうかを，	

式の計算を使って証明しましょう。

	因数分解や式の展開を利用して，数の計算をしましょう。

172-132 = (17+13)*(17-13)
= 30*4
= 120

計算が簡単に 
できることが 
あるんだね

因数分解を利用した計算例 1

問 3 	 因数分解を利用して，次の計算をしなさい。
⑴	 452-352	 ⑵	 762-242	 ⑶	 1982-982

展開を利用した計算例 2
⑴	 192 = (20-1)2

= 202-2*20*1+12

= 361

⑵	 77*83 = (80-3)*(80+3)
= 802-32

= 6391

問 4 	 展開を利用して，次の計算をしなさい。
⑴	 1022	 ⑵	 41*39	 ⑶	 992

p.219	 12
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● 1年 みんなで学ぼう編 p.101
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新しい問題をつくるために，もとの問題の「３倍」をいろいろとかえた。

問 1 	 先生の年齢が，けいたさんの年齢の 2倍になるのは，	
何年後ですか。

のように，数量の関係を線分図で表すこともできます。

いろいろな方法が 
あるんだね

数量の関係をとらえるには，ことばの式以外にも，線分図や表など	

いろいろな方法があります。

例えば， では，

先生の□年後の年齢
けいたさんの
□年後の年齢

●	方程式の解が，問題にあっているかどうかを調べて，答えを書く。

の問題で，7年後には，
先生は，53+7 = 60 (歳)
けいたさんは，13+7 = 20 (歳)

となり，先生の年齢がけいたさんの年齢の 3倍に	
なっているので，方程式の解は問題にあっています。

	 	 	 	 7年後

x年後に先生の年齢が	
自分の年齢の 5倍になるとすると，

53＋x＝5（13＋x）
	 −4x＝12
	 x＝−3

けいたさんのノート

話しあおう

けいたさんは，何年後に，先生の年齢が，自分の	

年齢の 5倍になるのか，方程式を使って考えましたが，	
方程式を解いて，少し困っているようです。

方程式の解から，どんなことがいえるでしょうか。

−3年後？

問題をひろげたり，深めたりしてみようステップ3
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関数 y＝ax2 と一次関数 y＝ax＋b について，観点を決めてくらべて， 
それぞれの特徴を考えた。

問 3 	 前ページの 例題 2 で，次の場合の平均の速さを求めなさい。

⑴	 1秒後から 2秒後まで		 	 ⑵	 3秒後から 5秒後まで

	一次関数 y=ax+bと関数 y=ax2をくらべましょう。

これまでに調べたことから，関数 y=ax2の変化の割合は，	

一次関数 y=ax+bとは異なり，一定ではないことがわかります。

まとめよう

一次関数 y=ax+bと関数 y=ax2の特
とく

徴
ちょう

をくらべて，	

下の例のようにまとめましょう。

一次関数 y＝ax＋b 関数 y＝ax2

グラフの形

yの値の増減

増加

y

xO
増加

a＞0

x

y

O

増加

増加

a＞0

x＝0のとき，yの値は最小

xO

y
a＜0

x

y

O

a＜0

x＝0のとき，yの値は最大

変化の割合 一定で に等しい 一定ではない

5

191
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空間内の 2 直線の位置関係を分類整理するために，同じ平面上にあるかどうか，交わるか 
どうかなどに着目した。

直線 CGと直線 ADは，ねじれの位置にあります。	
ねじれの位置にある 2直線は，同じ平面上にありません。

空間内の 2直線が，平行でなく，交わらない	
とき，その 2直線は，ねじれの位置 にあると	
いいます。

前ページの の立方体で，例えば，直線 CGと	
直線 ADは，右の図のような位置関係にあります。

A D

B C

F G

HE

問 1 	 2本の鉛
えん

筆
ぴつ

を 2つの直線とみて，2直線の	
いろいろな位置関係を示しなさい。

l

m m m

交わる 平行である ねじれの位置にある

同じ平面上にない

交わらない

同じ平面上にある

ll

空間内の 2直線 l，mの位置関係には，次の 3つの	
場合があります。

問 2 	 右の図の正四角錐で，次の関係にある直線を	
すべていいなさい。

⑴	 直線 BCと交わる直線
⑵	 直線 BCと平行な直線
⑶	 直線 BCとねじれの位置にある直線

A

B C

DE

p.249 1

話しあおう

身のまわりから，平行やねじれの位置に	

ある 2直線とみることができるものを	
見つけましょう。

阪
はん

神
しん

高速道路 西
にし

船
せん

場
ば

ジャンクション（大阪府大阪市）
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2 つの文字をふくむ多項式の計算を，1 年生で学んだ 1 つの文字をふくむ式の計算と 
関連づけて考えた。

(5a+3b)-(2a+5b)
= 5a+3b-2a-5b
= 3a-2b

	（5a＋3）−（2a＋5）
＝5a＋3−2a−5
＝3a−2

ふりかえり 1年
多項式の減法例 6

問 6 	 次の 2つの多項式で，左の式から右の式をひきなさい。
⑴	 5x+2y，　3x+y	 ⑵	 3a-6b，　2a-4b

p.184 2

かっこをはずす 
ときは，符

ふ
号
ごう

に 
注意しよう

多項式の加法，減法では，同類項が上下にそろうように	

並べて計算することもできます。

⑴	 	 3x-7y
+ 	 2x+5y
	 5x-2y

	 ⑵	 	 4x+6y
- 	 	 x+6y-5
	 3x	 +5

	 4x−x＝3x
	6y−6y＝0
	0−（−5）＝5

縦に並べた加減例 7

問 7 	 次の計算をしなさい。
⑴	 	 2x-3y

+ 	 4x+5y
	 ⑵	 	 x+y

+ 	 x-y

⑶	 	 5x-2y
- 	 	 x-3y

	 ⑷	 	 6x+y
- 	 6x-y-8

p.184 3

説明しよう

右の計算は，どこに誤りがありますか。

また，この計算が正しくない理由を	

説明しましょう。

 誤答例

3x−2y＋5x＋4y＝8x＋2y
＝10xy

1 	 次の 2つの多項式について，下の問いに答えなさい。
8x-7y，　2x+5y

⑴	 2つの式をたしなさい。
⑵	 左の式から右の式をひきなさい。

練習問題 1 式の加法，減法
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新しい問題をつくるために，もとの問題の「３倍」をいろいろとかえた。
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となり，先生の年齢がけいたさんの年齢の 3倍に	
なっているので，方程式の解は問題にあっています。

	 	 	 	 7年後

x年後に先生の年齢が	
自分の年齢の 5倍になるとすると，

53＋x＝5（13＋x）
	 −4x＝12
	 x＝−3

けいたさんのノート

話しあおう

けいたさんは，何年後に，先生の年齢が，自分の	

年齢の 5倍になるのか，方程式を使って考えましたが，	
方程式を解いて，少し困っているようです。

方程式の解から，どんなことがいえるでしょうか。

−3年後？

問題をひろげたり，深めたりしてみようステップ3
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もとの問題の一部をかえて，新しい問題をつく
り，どんなことがいえるかを考えることも，大
切な数学的な見方・考え方の1つです。

自分の考えをもち，
さらにひろげたり，
話しあって考えを深
めたりするために有
用な図や情報をそ
え，言語活動が行
いやすいように配慮
しています。

自分の考えを表現し，
ほかの人にわかりやす
く伝える場面を「説明
しよう」としています。

ほかの人と話しあうこと
で，いくつかの考えや
答えが想定され，共
有できる内容を「話し
あおう」としています。

これまでに学んだ複数
のことがらを統合的に
まとめる場面を「まと
めよう」としています。
これまでに学んだ内容
をふり返ったり，比べ
たりすることで，理解
の定着をはかります。

2年と3年でも，このような見方・考え方をく
り返し示すことで，その場の学習で完結してし
まわない，系統的な見方・考え方を養うことに
つながります。

これまでとは逆に考えると，どのようなことがいえるか
という数学的な見方・考え方を示しています。
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38　2章　連立方程式

　1つの文字をふくむ方程式の解き方は学習したので，与
あた

え

られた連立方程式から，1つの文字をふくむ方程式を導く

ことができれば，その連立方程式を解くことができます。

　①の左辺から②の左辺をひくと， 2x

　また，①の右辺から②の右辺をひくと， 100

　したがって， 2x=100　　……③

　これを解くと， x=50

　この値を，②の xに代入すると，　y=100

　よって，この連立方程式の解は，(50，100)となります。

2 連立方程式の解き方 連立方程式の解き方について
考えましょう。

どうなるかな

鉛
えん

筆
ぴつ

3本とノート 1冊の代金は 250円，

鉛筆 1本とノート 1冊の代金は 150円です。

このとき，鉛筆 1本，ノート 1冊の値段は，

それぞれいくらでしょうか。

　上の で，鉛筆 1本を x円，ノート 1冊を

y円とすると，次の連立方程式が得られます。

　　　 x y3 250+ =

x y 150+ =
*  　……①

　　　　　 　……②

　この連立方程式を解くことを考えましょう。

　上の連立方程式の解き方では，方程式①，②から

yをふくまない方程式③を導いています。

　このように，x，yをふくむ連立方程式から，yをふくまない

方程式を導くことを，yを　消
しょう

去
きょ

する　といいます。

加減法

　  3x+y=250
-）   x+y=150

2x     =100

等しいものから
等しいものを
ひいた残りは
等しいね

A ＝ B   
－）  C ＝ D   

A－C ＝ B－D

すでに学んだ形にする

解き方を知っている
一次方程式にして解く

30 31

主体的に考える力を養う ？ 大切な数学的な見方・考え方をまとめた 学びのあしあとみんなで学ぼう編 自分から学ぼう編 自分から学ぼう編

教科書の解き方とは別の考え方がないかを考えたり，教科書の問題から発展的に考えて
深い学びにつなげたりする視点を示す「 ？  」を配置しています。
随所に配置することで，「与えられた問題が解けたらそれでよい」という受け身の学習ではなく，
主体的に学習に取り組む姿勢を養い，自分から新たな疑問を見いだす生徒を育てます。

みんなで学ぼう編  の「虫眼鏡　  」のうち，特に大切なものを
各章1つずつ抜き出し，「学びのあしあと」にまとめています。
大切な数学的な見方・考え方を一目で確認することができます。
また，問題解決で行き詰まったとき，過去に目にした数学的な見
方・考え方をこのページで確認することで，解決の糸口を探すこ
ともできます。
これまでの学習の中でふれ
た数学的な見方・考え方
を，改めてふり返って確認
することで，数学的な見
方・考え方を自然と働か
せることができるようになり
ます。

「例題」では，生徒の人数をx
人としているけれど，別のもの
をxとしてみるとどうなるかな？

本文に
「…△APOと△AP′Oは合
同な直角三角形だから，…」
とあるけれど，
なぜ合同なのかな？

「問」では正方形の花だん
だけれど，条件を変えると，
どうなるかな？
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過不足の問題例題
2

はじめにあるあめの個数は，どんな分け方をしても	
変わりません。あめの個数を，2通りの分け方で，	
それぞれ式に表してみます。

5個ずつ
分けるとき

あめの個数

5個×（人数）
（あめの個数）=5×（人数）＋□（個）

（あめの個数）=7×（人数）－□（個）
不足

7個ずつ
分けるとき 7個×（人数）

余り

下の□にはいる数を 
問題から読みとろう

考え方

何人かの生徒で，あめを同じ数ずつ	

分けます。

5個ずつ分けると 12個余り，	
7個ずつ分けると 4個たりません。
生徒の人数は何人ですか。

解答 生徒の人数をx人とすると，
	 5x＋12＝7x−4
	 5x−7x＝−4−12
	 −2x＝−16
	 x＝8
この解は問題にあっている。
	 生徒の人数　8人

？ 	あめの個数をx個とすると，どんな方程式になるかな。

何を調べて 
「あっている」と 
したのかな？

問 3 	 ドーナツを何個かつくりました。
これらを用意した箱に入れていくとき，	

1箱に 3個ずつ入れると，11個余り，	
4個ずつ入れると，最後の箱に入れた	
ドーナツは，2個になりました。
⑴	 用意した箱は何箱ですか。

⑵	 つくったドーナツは何個ですか。 p.244	 8
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円の接線が作図できる理由を説明するために，これまでに学んだ円の性質を 
利用できないかと考えた。

	円周角の定理を利用した円の接線の作図

これまでに学んだ円の性質を使って，円外の点からひいた	

円の接線を作図することを考えましょう。

円 Oと，この円の外部に	
点 Aがあります。
点 Aを通る円 Oの接線は，	

次の方法で作図することが	

できます。

A O

A M

P

P'

O❶

❷

❸ ❶	 線分 AOの中点Mをとる。
❷	 Mを中心として，MOを	
半径とする円Mをかく。

❸	 円Mと円 Oの交点の 1つを	
Pとすると，2点 A，Pを	
通る直線が，求める接線で

ある。

説明しよう

この方法で円の接線が作図できる理由を説明しましょう。

？ 	△APO≡△AP'Oが成り立つ理由は何かな。

接線は，上の図のように，APと AP'の	
2本ひくことができます。また，△APOと	
△AP'Oは合同な直角三角形だから，

AP = AP'
です。この線分 AP，AP'の長さを，点 Aから	
円 Oにひいた接線の長さといいます。

A

P

P'

O

問 4 	 ノートに，半径 3 cmの円 Oの中心から 5 cmの距
きょ

離
り

に	

ある点 Aを 1つとり，点 Aを通る円 Oの接線を	
作図しなさい。
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式
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開
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1
章

新しい問題をつくるために，もとの問題の「円形」の花だんを，そのほかの形の花だんに 
かえた。

❶	 S と lを，それぞれ a，rを使って表します。
❷	 S と alが，a，rを使った同じ式で表すことが	

できないか考えます。

考え方

半径 rの円形の花だんのまわりに，	
右の図のように幅 aの道がついています。
この道の面積を S，道のまん中を通る	
円周の長さを lとするとき，

S=al
となることを証明しなさい。

a

l

r

証明 道の面積S は，
S＝π（a＋r）2−πr2

＝π（a2＋2ar＋r2）−πr2

＝πa2＋2πar	 ……①
道のまん中を通る円周の長さ lは，	

その円の半径が a
2
＋rだから，

l＝2π（ a
2
＋r）

＝πa＋2πr

よって，
al＝a（πa＋2πr）

＝πa2＋2πar ……②
①，②から，

S＝al

図形の性質の証明例題
2

問 6 	 1辺の長さが pの正方形の花だんのまわりに，	
右の図のように幅 aの道がついています。
この道の面積を S，道のまん中を通る線の長さを	
lとするとき，

S=al
となることを証明しなさい。

a

l

p

p

？ 	花だんが長方形の場合や，道の四すみがおうぎ形の場合はどうなるかな。
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3
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過不足の問題例題
2
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❸ ❶	 線分 AOの中点Mをとる。
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半径とする円Mをかく。
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Pとすると，2点 A，Pを	
通る直線が，求める接線で
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● 1年 みんなで学ぼう編 p.103

● 3年 みんなで学ぼう編 p.173

● 3年 みんなで学ぼう編 p.32

啓林館の「数学的な見方・考え方」の変遷

啓林館では，数学的な
見方・考え方を育むこ
とを，従来から大切にし
ています。
数学的な見方・考え方
をわかりやすく示すため，
紙面での表現の仕方に
工夫を重ねてきています。

本文中で下線をひいて
示していました。

本文横で，
看板をつけて
示していました。

ページ下に配置することで，数学的な見方・考え方を詳しく示すこ
とができるようになりました。また，どのような数学的な見方・考え
方を働かせたかを，学習が終わったあとに見返しやすくなっています。

平成9年度用

平成28年度用

令和3年度用

1 2 3 4 5

6

1 2 3 4 5

6 7 9 108

学習日　　　　 /　　　　～　　　　/　　　

力をつけよう

学びを身につけよう

学びをたしかめよう

学びをいかそう

同じように考える

関連づけて考えるこれまでに学んだ形にする逆にみる

みなして考える
分類整理する同じものとみる

これまでに学んだ 正の数＋正の数 の計算と
同じように，負の数＋正の数，正の数＋負の
数，負の数＋負の数 の計算を考えた。

比例の関係の特徴を，表・式・グラフを
関連づけながら考えた。

比例式を，比の値が等しいことを使って，
これまでに学んだ方程式になおして解いた。

ある場面で数量の関係を文字式に表すだけで
なく，逆に，文字式が何を表すのかを考えた。

身のまわりの「必ず～なる」といいきれない
ことがらについての疑問を解決するために，
相対度数を確率とみて，その確率を
利用できないかと考えた。

空間内の 2直線の位置関係を分類整理する
ために，同じ平面上にあるかどうか，
交わるかどうかなどに着目した。

線分の垂直二等分線，角の二等分線，垂線の
作図方法を見いだすために，どれもひし形の
対称性に着目した。

正の数・負の数1章

最大公約数と最小公倍数発
展

何時に電話しようかな？

学びをいかそう

不等式発
展

おにぎりを売ろう

学びをいかそう

お手玉をつくろう

学びをいかそう

おうぎ形の面積
「ヒンメリ」をつくろう

学びをいかそう

移動を使って面積を求める

学びをいかそう

少子高齢化している国は？
ヒストグラムを観察しよう

学びのあしあと

力をつけよう学びを身につけよう

問題に取り組んだら，その番号の
ところに記録をつけましょう。

すべての問題ができるまで取り組み，
できたら，チェックをしましょう。

学びをたしかめよう

　　　　　　　　　　　　　のそれぞれの章ではたらかせた，数学的な見方・考え方
の 1 つをとり上げています。これらの数学的な見方・考え方をはたらかせて，
数学の世界をどんどんひろげ，身のまわりの場面でも役立てましょう。

章末問題

1 2 3 4 5

6 7 8

1 2 3 4 5

6 7

学習日　　　　 /　　　　～　　　　/　　　

力をつけよう

学びを身につけよう

学びをたしかめよう

学びをいかそう

変化と対応4章

ランドルト環
緊急地震速報

章末問題

1 2 3 4 5

6 7

1 2 3 4 5

6 7 9 108

学習日　　　　 /　　　　～　　　　/　　　

力をつけよう

学びを身につけよう

学びをたしかめよう

方程式3章

章末問題

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

1 2 3 4 5

6 7 98

学習日　　　　 /　　　　～　　　　/　　　

力をつけよう

学びを身につけよう

学びをたしかめよう

文字の式2章

章末問題

1 2

1 2 3 4 5

学習日　　　　 /　　　　～　　　　/　　　

力をつけよう

学びを身につけよう

学びをたしかめよう

データの活用7章

章末問題

1 2 3 4 5

6 7 8

1 2 3 4 5

6 7
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力をつけよう

学びを身につけよう

学びをたしかめよう

空間図形6章
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6 7 8
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力をつけよう
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学びをたしかめよう

平面図形5章

章末問題

みんなで学ぼう 編 p.22

みんなで学ぼう 編 p.127みんなで学ぼう 編 p.98みんなで学ぼう 編 p.64

みんなで学ぼう 編 p.237みんなで学ぼう 編 p.191みんなで学ぼう 編 p.163

10

その題材に取り組んだら，
チェックをしましょう。

学びをいかそう

みんなで学ぼう 編

記録の例
　　を解いたあと…
　・しっかりと理解して解けた

　・解けたけれど，
もう一度確認したい

1

1

1

このほかにも
記録のしかたは
いろいろあるよ

問題を解いたり，課題に取り組んだりしたら，学びの記録をつけましょう。
記録のしかたはいろいろあります。理解できたところを確認したり，
もう一度考えてみたいところに印をつけたり，使い方は自由です。
みなさんそれぞれの，学びのあしあとを残していきましょう。

4～6

● 1年 自分から学ぼう編 ページ4～6
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線分の垂直二等分線，角の二等分線，垂線の
作図方法を見いだすために，どれもひし形の
対称性に着目した。

正の数・負の数1章

最大公約数と最小公倍数発
展

何時に電話しようかな？

学びをいかそう

不等式発
展

おにぎりを売ろう

学びをいかそう

お手玉をつくろう

学びをいかそう

おうぎ形の面積
「ヒンメリ」をつくろう

学びをいかそう

移動を使って面積を求める

学びをいかそう

少子高齢化している国は？
ヒストグラムを観察しよう

学びのあしあと

力をつけよう学びを身につけよう

問題に取り組んだら，その番号の
ところに記録をつけましょう。

すべての問題ができるまで取り組み，
できたら，チェックをしましょう。

学びをたしかめよう

　　　　　　　　　　　　　のそれぞれの章ではたらかせた，数学的な見方・考え方
の 1 つをとり上げています。これらの数学的な見方・考え方をはたらかせて，
数学の世界をどんどんひろげ，身のまわりの場面でも役立てましょう。

章末問題

1 2 3 4 5

6 7 8

1 2 3 4 5

6 7

学習日　　　　 /　　　　～　　　　/　　　

力をつけよう

学びを身につけよう

学びをたしかめよう

学びをいかそう

変化と対応4章

ランドルト環
緊急地震速報

章末問題

1 2 3 4 5

6 7

1 2 3 4 5

6 7 9 108

学習日　　　　 /　　　　～　　　　/　　　

力をつけよう

学びを身につけよう

学びをたしかめよう

方程式3章

章末問題

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

1 2 3 4 5

6 7 98

学習日　　　　 /　　　　～　　　　/　　　

力をつけよう

学びを身につけよう

学びをたしかめよう

文字の式2章

章末問題

1 2

1 2 3 4 5

学習日　　　　 /　　　　～　　　　/　　　

力をつけよう

学びを身につけよう

学びをたしかめよう

データの活用7章

章末問題
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6 7 8

1 2 3 4 5

6 7
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力をつけよう

学びを身につけよう

学びをたしかめよう

空間図形6章
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6 7 8 9

1 2 3 4 5

6 7 8

学習日　　　　 /　　　　～　　　　/　　　
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学びをたしかめよう

平面図形5章

章末問題

みんなで学ぼう 編 p.22

みんなで学ぼう 編 p.127みんなで学ぼう 編 p.98みんなで学ぼう 編 p.64

みんなで学ぼう 編 p.237みんなで学ぼう 編 p.191みんなで学ぼう 編 p.163
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その題材に取り組んだら，
チェックをしましょう。

学びをいかそう

みんなで学ぼう 編

記録の例
　　を解いたあと…
　・しっかりと理解して解けた

　・解けたけれど，
もう一度確認したい

1

1

1

このほかにも
記録のしかたは
いろいろあるよ

問題を解いたり，課題に取り組んだりしたら，学びの記録をつけましょう。
記録のしかたはいろいろあります。理解できたところを確認したり，
もう一度考えてみたいところに印をつけたり，使い方は自由です。
みなさんそれぞれの，学びのあしあとを残していきましょう。
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比例式を，比の値が等しいことを使って，
これまでに学んだ方程式になおして解いた。

ある場面で数量の関係を文字式に表すだけで
なく，逆に，文字式が何を表すのかを考えた。
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空間内の 2直線の位置関係を分類整理する
ために，同じ平面上にあるかどうか，
交わるかどうかなどに着目した。

線分の垂直二等分線，角の二等分線，垂線の
作図方法を見いだすために，どれもひし形の
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少子高齢化している国は？
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力をつけよう学びを身につけよう

問題に取り組んだら，その番号の
ところに記録をつけましょう。

すべての問題ができるまで取り組み，
できたら，チェックをしましょう。

学びをたしかめよう

　　　　　　　　　　　　　のそれぞれの章ではたらかせた，数学的な見方・考え方
の 1 つをとり上げています。これらの数学的な見方・考え方をはたらかせて，
数学の世界をどんどんひろげ，身のまわりの場面でも役立てましょう。
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平面図形5章

章末問題
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最小公倍数
しようかな？

その題材に取り組んだら，
チェックをしましょう。

学びをいかそう

みんなで学ぼう 編

記録の例
　　を解いたあと…
　・しっかりと理解して解けた

　・解けたけれど，
もう一度確認したい

1

11

1

このほかにも
記録のしかたは
いろいろあるよ

問題を解いたり，課題に取り組んだりしたら，学びの記録をつけましょう。
記録のしかたはいろいろあります。理解できたところを確認したり，
もう一度考えてみたいところに印をつけたり，使い方は自由です。
みなさんそれぞれの，学びのあしあとを残していきましょう。

4～6

教
科
書
の
特
色
③
　
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
が
身
に
つ
き
ま
す
。

となることを証明しなさい。
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連
立
方
程
式

2
章

連立方程式を解くために，1年生で学んだ方程式の形にすることができないかと考えた。

連立方程式の解き方2
	連立方程式の解き方について学びましょう。

与
あた

えられた連立方程式から，1つの文字をふくむ方程式を	
導くことができれば，その連立方程式を解くことができます。

x＋1＝2のように， 
1つの文字をふくむ 
方程式を一元一次 
方程式というよ

	加減法

鉛
えん
筆
ぴつ

3本とノート 1冊の代金は 250円，	
鉛筆 1本とノート 1冊の代金は 150円です。
このとき，鉛筆 1本，ノート 1冊の値段は，	
それぞれいくらでしょうか。 平成十四年平成十四年 平成十四年平成十四年 平成十四年平成十四年 平成十四年平成十四年 平成十四年平成十四年

平成十四年平成十四年 平成十四年平成十四年 平成十四年平成十四年 平成十四年平成十四年 平成十四年平成十四年

平
成 14 年

平
成 14 年

平
成 14 年

平
成 14 年

平
成 14 年

平
成 14 年

ひろげよう

上の で，鉛筆 1本の値段を x円，ノート 1冊の値段を	
y円とすると，次の連立方程式が得られます。

	3x+y= 250 ……①
	 	 x+y= 150	 ……②

この連立方程式を解くことを考えましょう。

①の左辺から②の左辺をひいた結果と，①の右辺から	

②の右辺をひいた結果は等しいので，

	 3x+y= 250
- 	 	 x+y= 150
	 2x	 = 100 ……③

となり，一元一次方程式を導くことができます。

これを解くと，x= 50
この値を，②の xに代入すると，y= 100
よって，この連立方程式の解は，(50，100)となります。

等しいものから
等しいものを 
ひいた残りは 
等しいね

	 A＝B
− 	 C＝D
	 A−C＝B−D

上の連立方程式の解き方では，方程式①，②から	

yをふくまない方程式③を導いています。

このように，x，yをふくむ連立方程式から，yをふくまない	
方程式を導くことを，yを 消

しょう

去
きょ

する といいます。

一元一次方程式 
をつくれば 
いいんだね

連立方程式を解くために，1年生で学んだ方程式の形にすることができないかと考えた。
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